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精神療養病棟の紹介精神療養病棟の紹介

　精神療養病棟では、「オセロ大会」を毎年開催しています。
　この「オセロ大会」は長年続いており、ご利用者からの要望から始まり、今では
毎年恒例のイベントとなっています。それぞれが優勝目指して静かなる熱戦が
繰り広げられます。優勝者にはトロフィーが贈呈されます。トロフィーには歴代
優勝者の名前がリボンに刻まれており、そのリボンの多さからも長年の歴史が
感じられます。開催当初は精神療養病棟だけではなく、他の精神科病
棟や精神科デイケアとの合同オセロ大会を行っていました。多い時に
は参加者総数が30名になることもあり、病棟を超えた交流の場とも
なっていました。
　現在は、新型コロナウイルス感染症対策のため、合同でのオセロ大
会が残念ながら開催できておりませんが、いつか合同での開催が出
来る日が来ることを願っています。　果たして院内でのオセロチャン
ピオンは誰の手に…！？乞うご期待です。

　精神療養病棟は長期入院中の方が多く、またそのほとんどの方が任意入院です。
　病気の症状は落ち着いているものの、入院が長期化したことにより、退院への意欲が低下し、ご自身で考えて
適切な決定を行うことが困難となり、社会生活に戻ることに援助を要するご利用者が多いのが現状です。病棟ス
タッフは、ご利用者の「出来る力」を引き出していけるように療養生活習慣の評価を行なっています。穏やかに入
院生活を送ることが目標ではなく、病院から地域へ退院をするために、どういった「力」や「知識」が必要になるか
をご利用者と一緒になって考えています。
　「お世話をしてあげる」ではなく「足りない部分に過不足なく必要な援助する」ことが、退院後の具体的な生活
をしていくことに繋がっていきます。ご利用者によっては「もっと〇〇してほしい」「何で〇〇してくれないの」と希
望を訴えることもあります。その際にはご利用者と一緒に「なぜ〇〇してほしいのか？」「何で〇〇する必要がある
のか」を考えます。ご利用者の内面の思いを表出していくことが、客観的にご利用者自身が行動を振り返るきっか
けとなることがあります。この行動の振り返りから気づきまでの過程が精神看護の役割であり、当病棟が大切にし
ていることです。

オセロ大会オセロ大会
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オレンジリボンたすきリレーオレンジリボンたすきリレー

オレンジリボンたすきリレーとは？
　子ども虐待防止の象徴である「オレンジリボン」をたすきに仕立て、これを身に着けて走り、
リレーすることで、皆の心を一つにすれば大きな力になることを証明し、「子ども虐待防止」
を市民のみなさまへ呼びかけ、その社会の実現を目指し、始まった全国的な啓発活動です。

　キッズタウンかみごとうの

園児の皆様にもご協力頂き、

オレンジ色の小旗に絵を描いたり、

シールでデコレーションし、

応援グッズを作成して

下さいました。

　キッズタウンかみごとうの

園児の皆様にもご協力頂き、

オレンジ色の小旗に絵を描いたり、

シールでデコレーションし、

応援グッズを作成して

下さいました。

　養和会グループは11月6日に児童虐待防止推進啓発活動オレンジリボンたすきリレー2021に参加しま
した。

　鳥取県西部地区5カ所から各チームがゴールの「皆生プレイパーク」を目
指しました。
　養和会は、米子サン・アビリティーズをスタートし、431号線沿いを走
り、米子市心身障害者福祉センターを経由し、ゴールまでの約5㎞のコース
を職員と子ども達がオレンジリボンたすきを繋ぎました。
　当日は、晴天にも恵まれ青空のもと「子ども虐待のない社会」の実現へ
の願いを込め、走り抜くことができました。
　子ども虐待は、年々増加傾向にあります。子ども虐待防止の取組は多く
の機関や地域の方々の理解と協力が必要不可欠です。
　「子ども虐待のない社会の実現」を目指し、養和会としても引き続き子
どもの命と未来を守る・地域で子育てをする家庭を応援する思いを込めて
啓発していくことができればと思います。

児童相談所虐待対応ダイ
ヤル「189」へかけると児童
相談所へつながります。
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※写真・作品などに関しては、ご本人の了解を得て掲載させていただいております。

養和会理念

医療法人養和会　　　〒683-0841 米子市上後藤3丁目5番1号	 TEL 0859-29-5351   FAX 0859-29-7179
社会福祉法人養和会　〒683-0841 米子市上後藤8丁目9番23号	 TEL 0859-48-0483   FAX 0859-48-0484

養和会はご利用者の幸せ　
地域の幸せ　職員の幸せを追求します。

養和会野球部養和会野球部養和会野球部養和会野球部

見やすいユニバーサルデザイン
フォントを採用しています。

養和会
こちらからHPもご覧ください

　養和会野球部員が地域の子供たちに向けて「野球教室」を野球部創設時から週１回行っています。初期に
参加していた子供が社会人や高校生になり、夢であった甲子園に出場したり、
弟と一緒にまた野球教室に参加して練習に励む子供もいます。
　教室が始まった当初より「小さくまとまらない」「自分で考える」「野球を楽し
む」をテーマにして開催しています。楽しみながら野球を続け上達して欲しい
と思い実施しています。
　初心者の方も大歓迎です。興味がある方は見学からでも良いので、是非一
度足を運んでみてください。

【試合結果】令和3年度本田隆昭杯
11月3日（水・祝）
　一回戦 vs 米子イーグルス	 10-1	 勝利
11月20日（土）
　準決勝 vs 米子市役所	 6-0	 勝利
　決勝戦 vs JR西日本米子	 1-4	 敗北

惜しくも準優勝となりました。
今大会にて、今シーズンの公式戦全日程が終了となりました。
本年度も野球部にたくさんのご声援を頂きましてありがとうございました。
コロナ禍での活動にご理解頂いたこと、野球部一同大変感謝しております。
来シーズンこそ全国大会に出場できるよう、これまで以上に努力していきます。
公式戦は終了しましたが、来シーズンへ向け練習試合や全体練習等で更なる「強さ」
を目指して頑張りますので熱いご声援をよろしくお願い致します。

日程:月曜日or水曜日　17：00～18：00
場所:養和病院体育館

　不明な点がございましたら、リハビリテーション課（稲葉）までお問い合
わせください。　　　　　　　　　　　　　　 電話 (0859)29-5351

　11月23日（火・祝）に、親子のリースパン作り教室
を開催しました！
　ほんのひと時ではありましたが、焼き上がりを想
像しながら、思い思いのリースパンを「笑顔で」「親
子で」「楽しんで」作っていただき、スタッフも笑顔を
いただきました。参加していただいた親子の皆様、
ありがとうございました！
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